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より良い社会を
繫げるために、
私たちができること。

私たちが大切に考える4つの分野 日本と世界を結ぶ 安全・安心 次世代育成 環境

私たちが取り組むCSR活動に関する詳細は、こちらでもご覧いただけます。  www.jal.com/ja/csr/■JALの東北応援の歩みについては、こちらでもご覧いただけます。 www.jal.co.jp/tohokuproject/ayumi.html

2
0
1
3
年
7
月
よ
り
、
夏
休
み
期
間
に
、

震
災
で
親
御
さ
ん
を
亡
く
さ
れ
た
お
子
さ
ま

と
そ
の
保
護
者
の
方
を
沖
縄
旅
行
に
ご
招
待

し
、
旅
と
い
う
非
日
常
の
環
境
の
な
か
で
笑

顔
を
取
り
戻
し
て
、
前
を
向
い
て
進
ん
で
い

く
き
っ
か
け
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
プ
ロ
グ
ラ

ム
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

被
災
さ
れ
た
方
々
に
、
少
し
で
も
笑
顔
を

取
り
戻
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
願
っ
て
、

『
J
A
L
笑
顔
の
贈
り
物
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』

と
名
付
け
ま
し
た
。
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実

施
す
る
た
め
の
ご
招
待
に
掛
か
る
費
用
は
、

社
員
の
募
金
と
、
会
社
か
ら
の
同
額
マ
ッ
チ

ン
グ
（
加
算
）
で
賄ま

か
な
わ
れ
ま
す
。

ま
た
、
旅
に
同
行
す
る
社
員
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
は
毎
回
公
募
で
決
定
し
て
い
ま
す
が
、
応

募
者
た
ち
の
東
北
へ
の
熱
い
思
い
は
さ
ま
ざ

ま
で
あ
り
、
選
考
作
業
は
大
変
悩
ま
し
い
限

り
で
す
。

昨
年
は
宮
城
県
組
の
旅
行
で
、
台
風
の
た

め
に
当
初
の
旅
程
を
変
更
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
し
か
し
、
台
風
で
外
出
で
き
な
い

状
況
の
な
か
、
部
屋
で
シ
ー
サ
ー
を
制
作
し

た
り
、
普
段
言
葉
に
し
て
い
な
い
保
護
者
の

方
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
表
す
カ
ー
ド
を
作

成
し
た
り
と
、
大
変
思
い
出
に
な
る
取
り
組

み
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
被
災
地
の
皆
さ

ま
に
寄
り
添
い
、
笑
顔
に
な
っ
て
い
た
だ
く

こ
と
を
目
的
に
行
っ
て
い
ま
す
が
、
逆
に
参

加
者
の
皆
さ
ま
か
ら
社
員
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が

力
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
今
ま
で
の
実
施

回
数
は
５
回
。
参
加
者
数
は
宮
城
県
か
ら
43

家
族
・
１
０
４
人
、
岩
手
県
か
ら
17
家
族
・

41
人
、
同
行
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
数
は
20
名

で
す
。

こ
の
旅
で
生
ま
れ
た
笑
顔
が
被
災
地
の
活

力
と
な
り
、
未
来
の
東
北
へ
繫つ

な

が
る
こ
と
を

祈
っ
て
、
こ
れ
か
ら
も
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
が
起
き
た
の
は
、
J
A
L

経
営
破
綻
の
約
１
年
後
、
再
生
に
向
け
て
体

制
を
立
て
直
し
つ
つ
あ
る
と
き
で
し
た
。

大
規
模
な
災
害
発
生
に
よ
り
、
航
空
輸
送

事
業
も
打
撃
を
受
け
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、

社
内
に
は
大
き
な
不
安
が
広
が
り
ま
し
た
。

観
光
旅
行
を
取
り
や
め
る
お
客
さ
ま
が
多
数

出
る
一
方
、
東
北
で
は
避
難
・
復
旧
の
た
め

の
臨
時
便
の
運
航
が
一
便
で
も
多
く
望
ま
れ

ま
し
た
。
そ
ん
な
状
況
の
な
か
、
J
A
L

グ
ル
ー
プ
は
も
て
る
資
源
を
被
災
地
に
集
中
投

入
し
、
い
ち
早
く
東
北
へ
の
空
路
を
開
き
ま

し
た
。
震
災
翌
日
の
3
月
12
日
か
ら
7
月
24

日
に
至
る
ま
で
の
間
に
、
東
北
地
方
に
2
6
7

４
便
の
臨
時
便
を
運
航
し
、
約
20
万
名
を
超

え
る
お
客
さ
ま
を
お
運
び
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

全
国
か
ら
乗
務
員
、
地
上
ス
タ
ッ
フ
、
空

港
作
業
車
な
ど
を
東
北
の
各
空
港
に
送
り
込

み
、
臨
時
便
運
航
を
支
援
。
臨
時
便
に
よ
り

貨
物
ス
ペ
ー
ス
も
拡
大
し
た
た
め
、
支
援
物

資
輸
送
に
も
極
め
て
有
効
で
し
た
。
加
え
て
、

被
災
地
支
援
者
へ
の
無
償
搭
乗
の
引
き
受
け

や
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
・
マ
イ
ル
、
社
員
募
金
な
ど

も
実
施
。
そ
う
し
て
震
災
発
生
か
ら
約
１
カ

月
後
の
４
月
13
日
に
は
、
大
き
な
被
害
を
受

け
た
仙
台
空
港
の
供
用
が
再
開
し
、
初
便
を

運
航
し
た
の
で
す
。

「
被
災
地
に
来
て
、
見
て
、
消
費
し
て
ほ
し

い
」
と
の
被
災
地
の
声
に
お
応
え
す
る
た
め
、

私
た
ち
自
身
が
率
先
し
て
被
災
地
を
訪
問
す

る
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
、
1
泊
2
日
の

研
修
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

被
災
地
の
現
状
を
正
し
く
理
解
す
る
た
め
、

現
地
の
語
り
部
ガ
イ
ド
の
お
話
を
伺
っ
た
り
、

仮
設
住
宅
の
清
掃
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
を
実
施
す
る
ほ
か
、
仮
設
商
店
街
で
買
い

物
を
す
る
な
ど
し
て
復
興
を
応
援
す
る
社
員

研
修
で
す
。
2
0
1
3
年
度
は
宮
城
県
南
三

陸
町
・
女
川
町
、
2
0
1
4
年
度
は
岩
手
県

宮
古
市
・
大お

お
つ
ち槌
町
、　

2
0
1
5
年
度
は
宮

城
県
名
取
市
、
亘わ

た
り理
町
、
福
島
県
福
島
市
を

訪
れ
ま
し
た
。
社
員
が
有
給
休
暇
を
使
い
、

参
加
費
も
必
要
で
す
が
、
２
０
１
３
年
９
月

か
ら
開
始
し
た
こ
の
研
修
は
年
間
10
回
程
度

実
施
を
し
、
こ
れ
ま
で
に
25
回
開
催
（
３
月

１
日
現
在
）。
J
A
L
グ
ル
ー
プ
社
員
は
７

３
８
人
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

研
修
参
加
者
の
ひ
と
り
は
こ
う
話
し
ま
す
。

「
被
災
地
を
訪
れ
る
た
び
に
被
災
さ
れ
た

方
々
が
『
多
く
の
方
が
来
て
く
れ
る
こ
と
が

私
た
ち
の
元
気
の
源
で
す
』
と
笑
顔
で
力
強

く
言
っ
て
下
さ
り
、
私
た
ち
が
復
興
支
援
を

す
る
と
い
う
よ
り
、
逆
に
被
災
地
の
皆
さ
ま

か
ら
励
ま
さ
れ
て
い
る
と
痛
感
し
て
い
ま

す
」（
2
0
1
5
年
７
月
参
加
：
松
浦
浩
次
）

東
京
に
い
て
も
東
北
を
応
援
で
き
る
取
り

組
み
と
し
て
、
2
0
1
3
年
6
月
か
ら
東
北

各
県
の
自
治
体
と
共
同
で
、
各
県
の
名
産
品

販
売
支
援
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
各
県
出
身
の
社
員
と
、

社
員
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
が
一
緒
に
特

産
品
を
P
R
し
、
販
売
の
お
手
伝
い
や
観

光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
J
A
L
機
内
で
ご
提

供
し
て
い
る
キ
ャ
ン
デ
ィ
や
手
書
き
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
カ
ー
ド
な
ど
を
歩
行
者
の
皆
さ
ま
に

配
布
し
、
東
北
旅
行
の
呼
び
掛
け
を
行
う
も

の
で
す
。

実
施
当
日
は
、
当
社
役
員
も
駆
け
つ
け
て

全
員
が
大
き
な
声
を
あ
げ
、
県
の
P
R
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
2
0
1
4
年
ま
で
は
有

楽
町
の
J
A
L
プ
ラ
ザ
前
で
実
施
し
て
い

ま
し
た
が
、
2
0
1
5
年
は
東
京
各
地
に
あ

る
東
北
各
県
の
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
に
出
向

き
実
施
し
ま
し
た
。
ま
た
、
年
度
末
の
3
月

に
は
「
東
北
市
場
＠
天
王
洲
ビ
ル
」
と
銘
打

ち
、
J
A
L
本
社
の
入
居
す
る
野
村
不
動

産
天
王
洲
ビ
ル
の
ウ
ィ
ン
グ
ホ
ー
ル
に
て
、

東
北
6
県
と
共
同
で
、
各
県
名
産
品
の
販
売

会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ゆ
る
キ
ャ
ラ
も
P
R
に
ひ
と
役
買
う
な

か
、
J
A
L
グ
ル
ー
プ
の
社
員
な
ど
多
数

が
来
場
し
、
た
く
さ
ん
の
商
品
を
購
入
。
東

北
の
味
を
楽
し
み
な
が
ら
応
援
し
て
い
ま
す
。

東日本大震災からこの3月11日で丸5年を
迎えます。JALグループは、2013年6月
に JAL 東北応援プロジェクト「行こう！
東北へ」を立ち上げました。
震災発生から今まで、私たち JAL グルー
プが、東北の応援についてどんな取り組み
を行ってきたのか、これまでの活動の一部
をお伝えします。

宮城県閖
ゆりあげ
上地区にて、想像もできないようなつらい体験を

された語り部の方の話に聞き入る参加者たち。

上／2011年4月13日に供用開始した
仙台空港を離陸する１番機「がんばろ
う日本」塗装機。右／福島県のアンテ
ナショップの店頭で歩行者の方へ、故
郷の福島県をPRする客室乗務員。

JAL の東北応援の歩み、
今までもこれからも。

初
動
支
援

被
災
地
に
向
け

臨
時
便
の

運
航
を
開
始

2011年
3月12日

地
元
復
興

東
北
の

応
援
団
と
し
て

物
産
販
売
を
支
援

2013年
6月～

被
災
さ
れ
た
方
の
応
援

『
J
A
L

笑
顔
の
贈
り
物

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』

2013年
7月～

地
元
振
興

行
っ
て
、
見
て
、

買
っ
て
、
被
災
地

を
感
じ
る
研
修

2013年
9月～

上／青い海、明るい太陽のもと、笑みが
こぼれる参加者の皆さま。『JALプライベ
ートリゾートオクマ』のアーチの前で。
下／沖縄の海の美しさを体験できる、シ
ュノーケルはアクティビティのなかでも
大人気でした。ハイ、ピース !!
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2016年3月～

「これからの復興支援に向けて……」
災害から５年が経過し、復興の兆しはあるものの、被災地を訪れて

感じることは、復興の道のりはまだまだ遠いということです。一つ一
つは小さな取り組みかもしれませんが、これからもJALらしい取り
組みを模索しながら、応援の歩みを前に進めていきたいと思います。
まず、被災地を忘れないこと、被災者に寄り添うこと、そんな思い

を胸に継続することで、これからも復興を応援していくことができれ
ばと思います。1日でも早い復興を祈りながら……JALは2016年度
も引き続き、東北を応援し続けていきます。
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